
健全なアカマツの樹脂の出方～マツ材線虫病被害木診断のために～

１　
は
じ
め
に

岩
手
県
の
松
く
い
虫
被
害
は
、
被
害
量

が
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
被
害
地
域

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
県
南

の
高
標
高
地
や
、
県
北
な
ど
で
も
被
害
が

み
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
標
高
地
や
被
害
先
端
地

で
は
、
駆
除
し
て
か
ら
２
〜
３
年
後
に
、

ま
た
、
同
じ
と
こ
ろ
で
被
害
木
が
発
生
す

る
林
分
が
存
在
し
て
お
り
、
感
染
の
翌
年

に
発
症
す
る
「
年
越
し
枯
れ
木
」
や
、
線

虫
を
保
持
し
な
が
ら
発
症
せ
ず
、
健
全
木

と
変
わ
ら
な
い
外
観
の
「
潜
在
感
染
木
」

の
関
与
が
強
く
疑
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
潜
在
的
な
被
害
木
を
早
期

に
診
断
で
き
れ
ば
、
駆
除
の
徹
底
、
効
率

化
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
般
に
、
マ
ツ
材
線
虫
病
被
害
木
は
、

針
葉
の
変
色
に
先
立
っ
て
樹
脂
流
出
異
常

が
み
ら
れ
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら

れ
、
こ
れ
を
利
用
し
た
被
害
診
断
法
の
ひ

と
つ
、
小
田
式
樹
脂
流
出
調
査
法
（
以
下

「
樹
脂
流
出
調
査
法
」
と
い
う
）
は
、
被

害
先
端
地
域
の
潜
在
的
な
被
害
木
診
断
に

有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

樹
脂
流
出
調
査
法
は
、
マ
ツ
樹
幹
部
に

穴
を
あ
け
、
一
定
時
間
後
の
樹
脂
流
出
程

度
か
ら
、
マ
ツ
の
樹
勢
を
判
定
す
る
も
の

で
す
（
図
２
）。

し
か
し
、
樹
脂
流
出
調
査
法
で
は
、
樹

脂
流
出
程
度
の
判
定
基
準
が
示
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
穴
の
大
き
さ
、
穴
あ
け
後
の

時
間
な
ど
の
目
安
が
記
載
さ
れ
て
い
る
程

度
で
、
穴
の
高
さ
や
方
位
、
健
全
木
の
反

応
な
ど
、
診
断
に
必
要
な
実
用
的
な
情
報

が
十
分
に
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
潜
在
的
な
被
害
木

の
適
切
な
診
断
の
た
め
、以
前
実
施
し
た
、

健
全
木
の
樹
脂
流
出
特
性
調
査
の
結
果
を

報
告
し
ま
す
。

２　
方
法

場
所
は
、
岩
手
県
奥
州
市
の
ア
カ
マ
ツ

林
（
50
年
生
、
平
均
胸
高
直
径
31
㎝
、
平

均
樹
高
18
ｍ
）
で
行
い
ま
し
た
。
こ
の
林

分
は
、周
辺
の
マ
ツ
林
か
ら
離
れ
て
お
り
、

調
査
当
時
は
、
マ
ツ
材
線
虫
病
の
発
生
は

み
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
比

較
的
疎
林
で
、
四
方
へ
の
枝
張
り
が
良
い

林
分
で
し
た
。

調
査
は
、
夏
季
（
７
月
28
日
〜
８
月
４

日
）
に
行
い
ま
し
た
。

樹
脂
流
出
時
間
、
穴
の
大
き
さ
、
穴
あ

け
部
位
（
方
位
、
高
さ
）
の
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

樹
脂
流
出
時
間
調
査
は
、
20
本
の
マ
ツ

樹
幹
部
（
高
さ
約
１
ｍ
）
に
径
約
５
㎜
の

錐
で
３
ヶ
所
に
穴
を
あ
け
、
一
定
時
間
後

に
流
出
し
た
樹
脂
長
を
記
録
し
ま
し
た
。

穴
の
大
き
さ
別
調
査
は
、
高
さ
約
１
ｍ

に
径
約
５
㎜
（
錐
）、
径
10
㎜
（
皮
ポ
ン

チ
）、
径
20
㎜
（
皮
ポ
ン
チ
）
の
３
種
類

の
大
き
さ
の
穴
を
あ
け
、
樹
脂
長
を
記
録

し
ま
し
た
。

方
位
と
高
さ
別
の
調
査
は
、
５
本
の
マ

ツ
樹
幹
部
の
高
さ
0.3
、
１
、
２
、
３
、
４

ｍ
に
、
径
約
５
㎜
の
錐
で
８
方
向
に
穴
を

あ
け
、
２
時
間
後
に
樹
脂
長
を
記
録
し
ま

し
た
。（
図
１
）

３　
結
果

⑴　
樹
脂
流
出
と
時
間
の
関
係

穴
あ
け
後
の
時
間
と
樹
脂
流
出
箇
所
数

の
関
係
を
図
３
に
示
し
ま
し
た
。
樹
脂
流

出
の
早
い
個
体
で
は
、
穴
あ
け
後
５
分
で

流
出
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
樹
脂
流
出
箇
所

数
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
増
加
し
、
60

健
全
な
ア
カ
マ
ツ
の
樹
脂
の
出
方

～
マ
ツ
材
線
虫
病
被
害
木
診
断
の
た
め
に
～

図１　マツへの穴あけによる樹脂流出

図２　小田式樹脂流出調査法（一部改変） 新技術解説シリーズ21　P10～11より
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分
で
は
約
９
割
で
樹
脂
流
出
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

穴
あ
け
後
の
時
間
と
樹
脂
長
は
時
間
の

経
過
と
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。

穴
あ
け
後
10
分
で
は
樹
脂
流
出
箇
所
の

増
加
割
合
が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
穴
あ
け

後
10
分
以
内
に
多
く
の
部
位
で
樹
脂
流
出

が
始
ま
り
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
マ
ツ
樹

体
外
に
流
出
し
、
樹
皮
の
状
況
に
も
よ
り

ま
す
が
、
１
２
０
分
程
度
か
ら
急
激
に
樹

皮
を
流
れ
落
ち
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

⑵　
穴
の
大
き
さ
と
樹
脂
流
出
の
関
係

穴
の
大
き
さ
別
の
樹
脂
流
出
箇
所
数
を

図
４
に
示
し
ま
し
た
。
樹
脂
流
出
箇
所
数

は
30
分
〜
２
時
間
の
間
で
増
加
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
あ
ま
り
増
加
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
錐
で
は
、
他
の
径
に
比
べ
、
30
分

後
の
樹
脂
流
出
箇
所
数
が
少
な
い
状
況
で

し
た
が
、
１
時
間
後
に
は
差
が
み
ら
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。

樹
脂
長
は
、
ど
の
穴
サ
イ
ズ
で
も
、
時

間
の
経
過
と
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。
大

き
な
穴
ほ
ど
早
く
樹
脂
が
多
く
流
出
す
る

傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

⑶　
高
さ
と
方
位
の
関
係

高
さ
別
の
樹
脂
長
、
方
位
別
の
樹
脂
長

を
そ
れ
ぞ
れ
図
５
、
６
に
示
し
ま
す
。
高

さ
別
の
樹
脂
長
は
、
0.3
〜
３
ｍ
ま
で
は
大

き
な
差
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
４

ｍ
で
は
樹
脂
長
が
大
き
い
傾
向
が
み
ら
れ

ま
し
た
。
調
査
５
個
体
の
う
ち
３
個
体
で

は
４
ｍ
付
近
に
力
枝
が
着
生
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
影
響
と
推
察
さ
れ
ま
し
た
。

方
位
別
の
樹
脂
流
出
箇
所
数
は
、
高
さ

１
〜
４
ｍ
ま
で
、
全
方
位
で
差
が
み
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
高
さ
0.3
ｍ
で
は
、
若
干
樹

脂
が
流
出
し
に
く
い
部
位
も
み
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
根
張
り
な
ど
に
よ
る
組
織

の
変
形
に
よ
る
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

４　
お
わ
り
に

以
上
の
こ
と
か
ら
、
健
全
な
ア
カ
マ
ツ
で

は
、
概
ね
手
の
届
く
高
さ
に
、
ど
の
方
位
に

穴
を
あ
け
て
も
、

一
定
時
間
後
、

樹
脂
流
出
が
み

ら
れ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
、
穴

サ
イ
ズ
は
、
錐

の
よ
う
に
樹
皮

を
除
去
し
な
い

場
合
に
は
、
夏

季
で
あ
っ
て
も

２
時
間
程
度
後

に
樹
脂
を
調
査

す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
、
地
際

部
な
ど
組
織
が

変
形
し
て
い
る

部
位
で
は
、
樹

脂
流
出
し
に
く

い
傾
向
な
ど
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
確
認
さ
れ
た
健
全
ア
カ
マ
ツ
の
樹

脂
流
出
特
性
と
異
な
る
場
合
に
は
、
マ
ツ

に
異
常
が
起
こ
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

最
後
に
、
調
査
地
の
確
保
や
現
地
で
の

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
当
時
の
水
沢

地
方
振
興
局　

畠
山
雅
史
氏
を
は
じ
め
、

関
係
者
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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図６ 　方位別の樹脂流出箇所数
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